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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
重症度分布は、37点以上の軽症の患者が60%以上を占めていました。
しかし呼吸筋麻痺を有していた患者は、24.4%
また、球麻痺を呈していた患者は54.9%と
診断時、約4分の1の症例で呼吸筋麻痺があり、半数以上の症例において球麻痺を認めている結果でした。
すなわち、診断時すでに、呼吸障害、球麻痺を考慮し、積極的に治療介入が必要である症例が多いと考えられます。
当院では球麻痺を呈し、誤嚥性肺炎などのリスクの高い症例について、誤嚥防止術を検討しています。
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